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        はじめに 

インスディテューション (@n 封 tu ㎡。 胡とむ う言葉。 用語 は 社会科学においては、 

r 制度 J と りや 訳語をもって 頻繁に使われてきたが、 その 湧念 やその音 味 するところ。 

含意などほ統一されているとほ 言い難い。 締に - 意に定 兎 する必要など は ないの 

であ ろうが、 もう少し構造的にインスティテューションを 捉えると レづ 本誌みが、 その 

理解を深めるので は ないか。 

@n 血 tuti ㎝ む、 う 言葉を辞書で 引いて見ると、 む A ,e ぬ ionsllip ㏄ 碇 hav;08ai 

pa ち ㌍ rn ㎡ @p0 れ 8@lee 互曲 e @@ ㎡ 婁的冊腱 n;ty は S は c;ety 幻抽 estahlishe 趨 

0 二目 &n@z&t@on 。 es ジ eG@ れ i@y 。 O ㏄ d 鰍 @ca: ㎡㎏ D む b@ seI 血 Ge, 盤こぱ nive ダ s@ty はがピ 

む u@lding 血 0us@n 鼠甜曲楓 Organ@z&t@on@.r@@eA 搬 r@c 埋河 e 市 ゑ毎 e 助 ctio れ零パ 、 とあ る。 

明らかに ひ の方に近 い のであ るが、 日本人． ぱ、 ㊧の 蔚味で 捉えて t, まう方が多い ， 

一般の @ 経済学者や社会学者ではなり、 j 人々 ; ことって ほ 、 やはり縄鐙 @ 的なもの @ と 

錠 えら か " てしまう。 ノン。 ネイデイ ブ であ る我々にとってみれば、 なかなか見当のづき 

にくい、 あ る レ 、 ぼ ピンとこない 言 雙の代表 絡 であ る。 

これは．日本語の「制度とほ 明らが j こ違 う。 制葮む ぜと法制度などのように 明 

文伍されだ、 あ る。 ぱ 撰文化されてなくとも 明示 約 なルールのことが 一般的には 恩 

起きれる ガ 屯であ る " しかにメンステイテュ @ ション 注 。 社会。 籠籠 の 墓俺に 諸がに存 
在する 諸皮 の 接成物を含 む。 「社会経済システム」などと 言ったりもするが。 これもシ 

ステム めめ 認に引っ 力 、 力、 り 出す ど 余りしっくりとこない。 人為約 @ 、 ; 蕊鰯 をもって 級宕 

に 構築しだ 績巧 なものを想像してしまう 祐心だろうか。 @ 土壌」わ う冑繁は 、 生命が 

生まれてくる 基底 とレづ 意味で直観的 @ こ 分力りやす し 、 とも言える。 

阿 にせよワーキング。 デフィニション ! 蟹定 定義 ) を記しておくことに・ ぅ " る 。 @ ン 
スティテューション とま 、 経済主体が経済活動を 行引こ当り制約となるものの 総体、 

あ 和 パま インセンティ プ 構造を縄 桶 ずる 窪済 ・仕合。 担織 的な 甚盤 。 ルールやインプ 

ヲ の総体であ り． フ オーマル " な 心の。 インプず一マルなもの、 明文化おれたものきれ 
ていなり屯の、 ソフトなもの・ハードなを ) の 、 経済生体の揮 鰭 上にあ るもの。 音 議了に 

あ るもの、 形式知的 ぇ 。 もの。 暗黙知的なものなど、 その 綾頴は蒲文 であ る， @ 定義自 

体 @ さほど 描掻 であ る 老 、 要は ない。 台目的的であ れば十分であ る。 

本稿では、 インスティテューションの 構造とそれが 経済 婁倖に 与える影響、 そ 

の国家 較策 上あ ろ ， v ほ企凝戦洛 上の蓮 味 合いを提示することにより、 新たな経営 

戦略論 "@rt,t.iT.u@@ion-Ra.s を ピ Ⅵ 舘 構築への定盤かりとしだい ， 

驚 ． メンステイテューショ                           

2. ェ ノンステ ゼテ ニ一ションの 豫嘩 

仮に土壌とひ 吟 言葉が最も適合感があ るとして、 これは「どこの」 土毯 なのだろう 

か。 これまでの経済学やその 他の仕合科学で 扱ってきた 々 > クティテューションの 

殆ど ぱ 国家の土壌、 国家のインスティテューションを 費弗 していだ。 新制度経済学 

派、 比較制度分好などにあ る r 制度 - インスティテュー・ ン 、 ョン ! は 、 経済単位として 代 

表的な : 国家 : 乃至は国家並みに 独立している 単位の上壊を 揺している場合が 多い。 

濱家の法制、 経済システム、 有形無形のインフラ、 国民の行動 律や隈 留などであ る。 

金融システム、 企差 統治 ( カ バ づ - ンス @ システム、 行較 システムなど 全て国家ないし 

ぼ鼓 似の独立単位のインスティテューションであ る。 つまり、 田本でいえば、 日大国 

家の全体的なインスティテューションあ るい は それを構成する 部分で為る サブ 。 イン 

ステイテューションであ る。 

それが影響を 与える単位としては 通常、 企 案や 企業家が想定ざれ てレ   るように 

見える。 この支脈における 企業出よ日本金葉、 米 園 企業、 欧州企業 む巧 額金 化 ぎ 

れ だ 単位であ り、 企業行動ぽ   - 糠で、 企茅 個性などは想定されていない。 し 力也こ 

こではもう一歩、 ミクロ 鎮域 にまでインステイ テ ニ ー ションの遵用幅を 拡大したほう ガ ; 
血壮 考え 臥 そうでないと、 この輯のテーマであ る企業行動を 捉えにくくなる。 

整理すると、 第一の次元 は 、 これまでどこ・でも 取り上げられてきた 国家のインス 

テイデューションであ る。 これ ば 、 多くの説明を 要しないだろうが．運営、 捕捉きれて 

レ 、 るより深度が 深くなりうる。 第二の次元がこれまで 明示的には取り 上げられてこな 

かつだ企業次元で、 籠織 と組織制度とひ う 言葉で 端釣 に代表されるが、 この 深瞳も 

して扱われてきた。 より正確にいうと、 企業家はそれぞれ 筋力。 嗜好が 異っ ていると 

                どちらかと言 うと 説明的な言及があ るだけであ った。 本禰で 

ぞれ独自 の インステイテューションがあ り、 個性あ る存在であ るこ 

どちらの次元もインスティテューション 進化の歴史や 経路依存 推 
えて蓋し支えなり、 。 経路依存 珪は 、 国家レベルでも 金運レベルでも 存在し                       
    宕 インスティテューション 鰯の榊夏作 輻     
すれば、 企業のインステイテュ - ションも変化するし、 より興味深いのは、 逆の 力 の               幼                           
さらにその一部、                                                                                                                                                                                       
ニ ー ， 笘ン もあ ろ㌔     

一毅に想像されるより 深い。 組織の従来の 意味合い ぱ 、 国家な． @L.t ま 類似の単位 
のインステイテューションにおけるブレーヤ 一であ <J だ。 つまり制約の 申で極大 そと ? 手 

動を取る経済単位としで 考えられ " ロ、 る 。 翻って、 この第二の次元の 笘織は、 ソフト 

もハードも包含する 包括的な意味での 結締であ る。 従って企業価値観や 企 薬文 絃 

など極めて基底を 構成するものも 内包している。 

金葉 も 、 国家と相似のミクロコスモス " であ る。 そこ l こほ 当然のよ 卸 C, その企業 貢 

育の J インステイテューションが 存在する。 ここが、 これまで議論されてきたインステイ 

テューションと 著しく異なるところで 為る。 前述のように 従采は 、 金葉 は 均 - なものと   
  



定 した場合、 地域レベルのインスティテューシヨン は、 益々鮮明になるだろう。 

また日本国家のインステイテューションの 更に基底では、 アジア地域のインステ 

ィテューション とレリ のもあ り得るだろう。 現在，国家の 規模を超えた 括りとして面白 
いのが EU であ る。 欧州インスティテューションの 存在も否定ほできないが、 そのアイ 

デンティティ 一に対する影響はまだまだ 隈 られた部分に 限定されている。 これが。 今 

後の Eu の施策や世代の 交代に伴い、 どう変化していくかが 注目きれる。 また当然 
ながら、 地球規模のインステイテューションも 荏 挺する。 このレベルでは 地球上のす 
べての経済主体が 制約を受けることになる。 このようにインステイテューション は 、 ま 

ず影響を与える 範頗の サイズにより 階層構造を形成していること : こ 、 まず注意しなけ 

ればならない。 

制約を受けると レづ ことほ、 こ う いった階層の 様々なインスティテューションが、 

実は経済主体即ち 一群の人々 ( あ るいはその関係 ) のアイデンティティーを 嵩 
意識的に形成しているとひ づ ことであ る。 人は 、 そのアイデンティティー @ こより 

土、 行動上の制約を 受ける。 従ってそのアイデ 

範緬 。 柔軟性は制 醸 きれるとともに、 その思考 イ が 時に は 大幅に節約さ 

れ る。 これこそインスティテューションの 最大の効 、 それが経済的に 合理 
性 をもつものか、 E 臣 clency を保証するものかと レ巧と 、 全くそうで は ない。 広義の取 
引コス パ丑 @.nsacuon Cos わぼ 、 最小化されている 可能性はあ るが、 コスト効率が 最 

大化されている 保語は ないとしづことであ 乱それでは、 この各階層の 内部ほどのよ 

うに構造 ィヒ されるであ ろうか。 これを次章で 観る。 

もう w つ 忘れてはならない 点が、 このインステイテコ 一 ションなるものは、 @ 人間 

が 翻 ったもの出世 田 anlv dev 油田 @nst.it.u む 。 胡 」であ ることだ。 畠妖 条件の中で入講 が 

関知しない所与のものであ るれ づ 訳ではない。 ノ 、 

生きていきやす し 、 ように、 あ るい は 取引コストが 低く 

たのがインステイデューションであ ベ ここでは意識 

自分で自分を 縛り、 拘束するために 意思をもって 築き上げてきたのがインステイ テヱ 

一 ションであ る。 真空から突然、 生まれ出た類いのものではない。 

と ．イ インスティテューションの 物 の r コンテンツ 酌賭層 経コ 

では、 内部構造を、 各次元で考えてみよう。 この構造を図示したのが、 図 2 であ 

る。 内部 は， 國 のように阿らかの 揖漂 によって 受 @a 階層化されている。 その最も注目 

すべき指標 が i 可変造 @ であ る。 取り敢えず、 それぞれの物理的階層の 要素が可変 
性によって 、 大まかに階層化されている、 本稿の段階ではその 陣列 は 、 十分に厳格     

む卸 C0 打 @c@olSs@l ぐ -ss っ 

図 2. @ れぅ由 ntin れ S 一ダ 0% 旛睡轟 海潮雨鱒                                                                                                 
2. 4. 1  可変 睡 。 人為佳一国家レベル 

国家のソフト 部分から見てみよう。 最も底部に位置する 地政環境 (G 牡 oopo!itics) 

は、 殆ど所与と考えられ、 殆ど変化しない " あ る ぃは 変えることが 極端に難い、 。 飼 

えば日本が島国であ り、 大陸と一衣帯水の 関係にあ り云々は、 与件として捉えるし 

かない。 次に価値観や 死生観Ⅳ alue Systems@ 。 これも。 定義が非常に 難しい言葉 

であ るが、 脈々と受け継がれている 文化レベルの 要素の基底にあ るものと考えると、 

多くほ少なくとも 短 中期にぼ変化しない、 あ るいは人為的に 変えられるもので は ない。 

日本であ れば日本人のアイデンテイティ 一の根底にあ るものであ る。 その上に位置 
するのが、 一般に文化を 構成ずる部分であ る。 慣習、 習慣、 伝統、 ライフスタイル、 

AcceptedNotio れ ．因習、 Ⅵ anner 、 国民体質、 倫理、 道徳などがこれに 

中国の玉 gemo ㎡ 射 な思想、 日本の従属主義 ? なども、 経済経営 活 

与しており、 この鐘 瞬に 入れてもよい。 これらも一朝一 タに 変化するものではない。 
ただ変わる可能性はあ る。 後述するが、 一段にハードなインスティテューションを 人 

為的に変えていかない 限り、 ソフトなイシスティテューションは 変化しない場合が 多 

  
ソフトな国家的インスティテューションの 高部に位置するのが、 国家。 民族の圓 

有の スキル。 技術 ( 基盤 ) であ る，経済経営的に 見れ ば 、 これより底部のものは、 こう 

した スキル・技術基盤を 生み出す土壌とも 考えられる " 若干トリノキ 一であ るが、 この 

泡は 、 インスティテューションとも 呼べるし、 スキル。 技術とも呼べる 厄介なところであ 

る。 より具体的な 何者かを生み 出すスキルベース。 技術べ - ス とレづ 捉え方をすれ 
ば インスティテューションであ ろうし、 スキル・技術そのものと 捉えることもできる。 かま 

う @ こ 、 何がインステイテューションに 肖 るかむ づ の ほ 、 多分に相対的に 決定されるべ 

きものであ る。 分析。 解析の目的などによって、 樗 対酌に変化することがあ ると考え 

たほうがよい。 

その上に位置するのが @ 要素 約 ) 社会経済制度。 システムとして 捉えられる部 
分であ る。 例えば麗麗制度，システム。 窩行 、 教育制度・システム ，慣行、 金融制度， 

、 ンステム。 慣行、 企業統治制度，システム。 慣行、 企業間 

国家企 菓 開関係、 メディア制度，システム、 流通制度。 システム。 慣行などがこれに 

当ゑ この部分は、 制度派経済で 最も明示的に 扱っている要素の 一つであ ㍍倒え 

ぱ 日本 @ こ 一つの社会経済制度。 システムが存在するとひ づ よりも、 あ またあ るサブ。 

、 ンステムの % 台と考えた方が 妥当であ る。 輔観 すると瞭然であ るが、 笏 文化されて 

いる制度的なものと 明文化されていない 慣行的なものが 混在しているが、 すべて彫 

文化されているにしろ、 いないにしろ、 等しく経済主体の 行動や主 
約を与えてい 孔 ハードとソフトが 混在する領域であ ゑ またこの 額 

分を 綱 威するサ ブ 。 システムに は 、 文化や価値観に 深く 梅 ざしたものと、 そうでない 

ものが混在する。 この要素の可変性はどうか。 人為的に直接的に 変化させることが 

できるのは、 ハードな面に 限定される。 緩行のようなものを 直接的に変えるのほ 難し 

い " 繰り返すが、 ハードとソフトの 一毅的な関係であ る。 以上、 国 

インスティテューションを 見てきたが。 どれも 謂 文化されていな ノ 

棺持 的に多い。 

その上に便宜的に 分けて 表 

は 五葉組社会。 情報化社会、 ポ 
他社会などと 評 きれるものであ る 

活動が、 こうしめた大きな 流れと 橿露 をきたすと。 イノベーションなど 望むべくもなⅠ。 

非常に捉えにくい 要素であ るが、 その重要性 は 疑も憶ない。 

次に国家の f ハ一ギな コインステイテューション は 、 どのような要素で 機 成 きれて 

いるであ ろうか。 -- 番 底部 @ こ せ立運 すると思われるのが、 国家 @ 権 力 ) 構造 靭ち 立法 " 

司法。 行 敢の三権 の構造あ るいは綾乃構造および 立国の姦 盤 、 Regime であ る。 立 

国の基盤と は 、 飼えば 立鰯制 、 翰出 依存 娃 、 技籠 
指す。 民主主義なと㍉この 鐘轍 であ るが、 こ軸 づ一 ほ 、 存外、 注意を要する " 
インステイテューションと」 ，て 中身を論じたすと、 異 

型民主主義と 日本型民主主義と レ 巧ものを同じだとしたら 乱暴すぎる。 @ 実体として 

は社会経済 翻度 。 システムや文化などとの 梱 夏作用が大きく 働いている。 ) この部分 

は人為 挫は 高いと言えば 高いが、 こうい つ だものが変わっていくために は 、 革命 レ 

ベルの変化が 必要であ る。 

ここから上に 行くとかなり 具体性が 明示的になり、 また可変度の 差が 灘り 

にくくなる。 まず国家戦略や 国家ビジョ 偽性 は高 いが、 ソフトとの整合性を 保 

ちつつ変えていくの ほ 、 さほど容易でほない。 そして制度派経済の 中で 輯示的 に扱 

われている法制度が 来る。 これはほ ほ 自明であ ろう。 ( 法制度 は 、 社会経済制度 " シ 

ステムのそれぞれのサ ブ 。 システムに対応するハードな 部分とも考えることができ 

る。 ) そして最後に 最もハードなも u-lln 例 として有形 圏定 資産を挙げた。 国家の摺 報 

インフラなどがここに 包含される。 これは投資さえ 決定されれば 比較的短期間に 変 

化する。 

2. ぬ 。 2  可変 舞 。 人為 

以上が国家レベルのインスティテューションの 構造 解瞬 であ っ だ。 次に視点を 

ミタ じに移し。 企業レベルのインスティテューションを 靭 諾する。 

まず基底の部分に。 地睡 学的 猿韓に 対するアナロバとして、 企襄 の 置カ 、 れて 

いる関係性つまり 企業開関係をここでは 仮に位置付けている。 所謂、 系列システム 

などがここに 入る。 その上部に位置するのが 企業固有の伍 値観とレめ範麟に 入るも 

@n であ る。 これを表現する 言葉自体は多くあ る。 企業 価 

業 信条。 行動規範、 行動 描針 。 経営理俳等々。 がそれに当たる。 明文化されたもの 

もあ るが、 友喜上の記述があ るかどうか ほ 殆ど意味を持たない。 r 巽睡 として l その 

企業の従業員が 艇 って立つ 伍値 的な基 が 企業固有の価値観であ る。 トョ タイ ズ   
ム などを思 い 浮かべるのが、 一番分りやすい ，その企業の 実体㏄ ぬ s 」 an 。   @ い に ょっ 

威されてきた 不文律であ る。 単なる播け声ではあ り得ない。 入間のアナロジー 

を使えば、 人生哲学とでも 言える部分であ ろうか " これを変えるの ほ 、 棺当 至難であ 

る。 
次に文化的なものが 来る。 あ るいは人材風土と 言ってもよい。 人間で 楡 えるな 

ら行動 律 とでも し、 う 部分であ る。 - 会社らしい社員の 行動と レづ ときに漬し示されて 

いるものであ る。 比較的、 人 桶 的に変え易いが 直接的 @ こ 変化させるの ぼ 難しい。 そ 

の上に位置するのが、 組綾 技術基盤あ るいは縄緒固有の 技術。 スキル。 ノウハウで 

あ る。 国家のレベルのインスティテューションの 項でも述べたが、 この部分 は 技術と 

もインスティテューションとも 言い得る。 技術基盤と言えばインスティテューション とし 

てより明白であ る，入閣で言え ぱ 得意技に必要なセンスと 言ったところだろう。 これも 

直接的にほ変えられない。 しかし移植 は 可能であ る。 

その上に ィ立置 するのは、 運営システムと 呼ばれるものであ る。 事票 遂行上 <n 仕 

組みや 仕掛 げなどと書い 直して目下、 。 人事制度・システム、 ガバナンス制度。 シス 

テム、 慧思決定システム、 権 隈 委譲システムなど、 社員の行動に 直接的に影響を 与 

えるものが多い。 人間に 喘 えれば、 接 られているものとでも 言ったところか。 その次 

の段階は、 明文化されていない 権 力構造 " そして企業ビジョン。 企業戦略。 ビジネ 

スモデルなどであ る。 これらは、 その企業の骨格を 成す考え方やあ り方を示している " 

人 闇で言え ぽ 、 広い意味での キャソア 設計と言っだところか。 ここは、 非常に人為惟 
の高い部分であ る。 意思と授経をもつてすれば 改変可能であ る。 その上 は 、 最も ハ 

一ドな 組織構造であ る。 網織 図 に示されているものを 思い浮かべればよい。 人間で 
言えば、 身体を動かす 筋肉や骨格などに 当たるだろう。 改変自体はいとも 簡単であ 

る。 しかし、 それに魂を入れなけれ ば 全く無意味であ る。 
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2 。 憶 ． 3  意味釣渚 層 化の鋤 

これまで、 マクロとミクロに 分けてインスティテューションの 構造を概観してきた 

が、 マクロとミクロのインスティテューションがほ ほ 相似形をしているのが 分る。 再び 

図 2 を見ていただきた い 。 ミクロとマクロの 各層が大略対応している。 日本氏族の 価 

使観と 企業固有の価 笹 観、 日本文化。 日本の時代背景と 企業固有の文化、 日本固 
有のスキル。 技術基盤と企業 膚有 の縞織技術基盤、 社会経済制度・システムと 企業 

営 システム、 国家の ビ   の ビジョン，戦略。 ビジネスモデル、 法体 

と 広義の企業組織 れ ない対応が見られ、 両者 は ぼぼ相似形 

をなしている ， 

で は 、 このマクロとミクロの 階層を階層たらしめているものはなんであ ろうか。 上 

の階層から下の 階層にど 五ウ 指標をもって 並べるべきかについてば。 いくつかの 

綾補 が考えられる。 まず、 当初から言及している 可変性。 実 ぼこれにも 2 種類あ り、 

人為的に r 変えられる @ か と りう 意味とそれ自体が r 変わる J か と りせ 見方であ る。 一 

般にソフトなものほど 可変性が低く、 ハードなものほど 可変注が高いと 言え ゑ 次に 

明示的 か 暗示的かと レづ 捉え力もあ る。 ( 明文化されているか、 されていないかと 必 、 

あ っても 鋳 文化されていない 要素もあ る。 どちらかと 

い うと 人の意識上の デ 従って最深部では、 意識 下 "su 研 ㎡ nal" とノ巧 よう 

であ ると レ づそのあ りようを明確に 意識し   の @ うが明示的であ り、 下位の ， まうが暗示 

的であ る " この指標ぼ、 形式 かというスペクトラムにより 近いだろう。 

どれくらい高いかということであ る。 摸倣 

めづ ことには、 存外大きな意味があ る " 発展途上国が 先進国に追いつこうとする 場 

合、 インスティテューションを 模倣しようとまず 考えるだろう。 それが抜錨 や イノベー 

ションを生み 出す発展の基盤だからであ る " また企業レベルで は 、 インスティテュー 

、 ション自体が 容易に模倣可能であ っだら，その 企業 は 生き残れない。 インスティテュ 

ーショナル。 システムとして、 あ るいはその一部の 要素が模倣不可能あ るい ほ 極めて 

困難でなければ、 競争上の優位には 立てない。 ここでも一般的に 上 

な要素の模倣可能性が 高く、 深部のソフトな 階層 は 直接的にほ模倣困難であ る場 

合が殆どであ る。 

最後に注意を 喚記したりのが、 入間的内容が 多いか少ないかと レづ闘 
る 。 前に企業 の インスティテューションを 説明するところで 人のアナロジーを 用いた 

が 。 やぼり深部に 行けば行くほど、 死生観。 人生観、 共生 額 であ るとか自己や 人間 

の規定の仕方とか、 哲手 的な意味合いが 強くなっているだろう。 これこそ国家 個桂 、 

金葉個性の最も 唯 - 性の商い部分であ る。 この輪郭が少なくとも 経済活動上、 ど う 

い 外のであ るのかを把握せずして、 例えば日本のインスティテコ 一 ションや日本人 

の強みのようなものは、 なかなか議論できない。 

え 方と「コンテンツ 的階層Ⅱ 
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さて、 今度 は 円円を見ていただぎたい。 ここまで可変捜を 鼠 大の階層化軸とし 

て見て来たが、 より正確に 婁 うと各階層に は 変わる部分と 変わらぬ部分とがあ ると捉 

えたほうが り 、 い 。 完壁を期すならば、 切金一つ一つを 分解して、 それを階層化する 

のがいいのであ ろうが、 全く現実的でない。 従ってこれまで 言ってきた r 可変性が高 

レ 、 @ ぱ 、 r その階層に可変性が 商い部分が多い @ を 意味している。 そうすると価値観 

にぼ。 可変窪の高い 部分が少なく、 可変注が低い、 とレづ ことになり、 法体系には可 

変性の高い部分が 多く、 可変性が高い、 とり り ことになる。 つまり一般的にどの 階層 

であ っても、 経済社会に奥深くビルトインされている 部分 は 、 中々変わらないと りづ こ 

とであ る。 このような 商味的 階層を : コンテン、 ソ的 階層 j と 呼ぶことにする。 

2. 5 インス デす テューションの 会 

これまでインスティテユ ー ションの r 物理的階層 @ と @ ンテンソ 的 階層 @ をそれぞ 

れ概観してきたが、 ここで両者を 合体して、 その全貌および 要素間の関連性を 考え 

てみよう。 図 4 をご覧いただきたい。 ここで は 、 簡便 化 のために物理的階層 ( 図いを 
国家レベルと 企業レベルに 限定して示してあ る。 また国家レベルは、 ソフトインステ 

ィテューションとハードなそれに 識別して示している。 企業インスティテューションに 

図 4. 1@ ま sst@@ 牡轟 ons-.AC;otnp@. を． h@ む悶汁 eV 漁 下 

も同様の表示をしてあ る。 

これまで「物理的階層」としづ 語を使ってきた。 つまり制約を 受ける人間集団の 

サイズに違いにより、 この言葉を用いてきたが。 良く観るとこれほ「コンデンツ 的 

とも言えることが 分かる。 勿論、 厳密的な意味でほないが、 国家のハード 社 システム 

ほ 、 ソフトな文化的なものを 基盤として成り 立ち、 企業のソフトもハードも、 国家的な 

にして成り立っていると レづ 風に 綾く 大まかに は捉 えられるからであ る。 
一般に r 技術経営 @an ㎎を 簗 e 睡 ofTechnolocW=Mo 乃 J と翠 われているものは   

上層の企 遇 レベルのインスティテューションに フ オーカスしている。 とい， 0 ても企業イ 

ンスティテューションそのものに 直接的に取り 縄んでいるⅥ 0 丁というものは 温 段階 

でほかなり限定されている。 逆にマクロの @ 技衛 経済 鮮 echno-Econg ㎞ cs@J は、 下 

部の国家レベルを 取り扱うのが 普通であ る。 ただこの場合 も 、 国家のインスティテュ 

ーションの深堀が 為されていないケースが 過半であ る。 

繰り返し @ こ なるが注意しなければならないのほ、 図中に示されているように 国 

家土壌と金漿土壌が 独立に存在し、 別個に捉えるので は なく，それ心の 間にも 仮 ら 

かの 柏互 作用が見られるとむ う ことであ る。 つまり複数のシステム ほ独虫 こは存在し 

家の土壌が企業のそれに 影響を与えることは 当然として、 企業のそれが 

あ るい は 大きなインパクトを 与えるような 突出した企業群があ れば、 国家 

影響を及ぼす。 例えば国家の ぽ 戦略に変化があ れば企業 は それを 先 

読みし対応し 然るべき手が 打てるように 自社の戦略や 行動律を変えるべく 努力をす 

る。 つまり国家戦略，社会制度は、 企業の紐繊を 律すること 4 こ なる。 一綾に 物 

に低額 の インステイテューション は 、 それより高部のインステイテューションに 影 

与える。 あ るいはこの階層自体・ そ卸、 うものとして 定義してあ る " これは見えや 

現象であ る。 その反対 は 、 どうであ ろう。 つまり企業のインステイテコ 一 ションは、 国 

家のインステイ テ ユ ー ションに何らかの 影響を与えるだろうか。 答え ほ Yes であ る。 例 

えば 個 及の企業が緩 ね 同じ方向の雇用制度に 移行した場合、 @ だと えぱ 単純化し 

て短期雇用主義から 長期雇用主義と レ うよう に ) 、 それは徐々に 国家の社会経済制 

度として定着していくだろう " また企業が通信と 放送の融合に 向けて不退転に 動き 

出したとき、 即ち企業の戦略が 大きく変化しているときに は 、 国家 は 法改正を持って 

それに対応するだろう。 あ るい は 企業の紐綴文化は ，社会経済システムに 反映する 

だろう。 つまり。 実態 は 、 あ くまで双方向で 複雑な 棺 夏作用であ る。 この解明が大き 

なテーマであ ることは疑いない。 

2. 5. 2  コンテンツ的結露 随 の 穏互 拝趨 

農紳 ，狩猟 ) が 習濱 。 伝統。 文化を形成し、 それは国家戦略。 社会経済剃度・システ 

ムを 変える。 国民の価値観や 文化 は 、 一国の技術基盤 @ 
見 れば、 あ る企業の文化や 行動 律は 。 その企業の諸み 

それはまた、 その企業固有の 技術基盤を生み 出す。 つ 

テ ィ テューションが、 ハードのインステイテューションに 影響する。 例えば文化から 法 

制が生まれてくると レづ 訳であ る。 これ ば 、 マクロでもミクロでも 変わらない。 

これが一般的であ るが。 ハードがソフトにも 実は影響を与えている。 あ るいは人 

為的 @ こ ソフトを変えようとした 場合にぼ、 ハードを改革していくのが 普通であ 姦 例え 

ば社員の行動を 変えようとしだときに、 原理原則を刷り 込んでいっても 奏功しない。 

その場合 は 人事制度や権 限委譲システムのようなハードな 仕掛けを導入する。 そう 

いう仕掛けをもってして、 初めて - 社 社員らしい規律や 行動 律 が生まれてくる。 国家 

レベルでも金葉レベルでも、 政策。 戦略として発動する 場合は、 一般に上 

層への影響力を 利用することが 多い。 従って国家ハード、 企業ハードは、 r 致策 イン 

スティテューション @ とも言われるべきものであ る。 

2. 5. 3  インスティテューションの 
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図ぅ をご覧いただきたい。 インスティテューションの r 物曄的 階層」の 鳥蚕図 

であ るが、 自己 箱 似推が 表れている。 これほ伺を意 蛛 するであ ろうか。 グローバルイ 

ンステイテューションから 経済主体の最小ユニットであ る 擾入 に至るまで、 どこのレ 

ベルであ っても、 複数の階層が 必ず同じ形で 存在する " フ オーカスする 階層のイン 

ステイテューションによって 踊るモノ、 制約を受ける 主体は変わってくるが、 恕 夏作 
用の形態や意味合いにおいて 自己相似的関係にあ る。 

牙 ． 8  雛本のインスティテューション 

日本のインスティテューション、 特にソフトな 部分については、 多くが翻られてき 

だが、 その殆どが 未 検証であ るか、 発現した現象から 推定しているに 遇 ぎないように 

思われる。 その検証メソッドの 確立の方が先にあ って然るべきであ るが。 ここで は 一 

般に富われ -r いる日本のインスティテ ヌー ションの内容について、 再 び 図 2 の左図 

の旧ンテンツ 的 階層 j に 沿って、 観 翻してみたい。 

まず、 地 鼓翼 祷 @Geopo ℡ r 田琉 ㎡ 騰 住田 ent@ であ るが、 既述のように 通常の場 

合、 この愚を一国の 意思で変えること は 難しい。 近隣諸国との 地理的関係、 例え ぱ 

- 衣帯水の向こうに 朝鮮。 中国があ り、 畠暉国 であ るが故に外的ショック @ 棚襄く 、 遣 

離反応する傾向があ る、 あ るいは外圧がないと 日本は変わらない、 あ るい は 欧米文 

明 國 から地理的に 遠い、 あ るいは 巨 本は外国恐怖症 (Xenophobi 已 ) を 煉 つていると 

いつだ類いは、 地攻環 鋳に拠るところが 大きい。 それが為に、 外国やその 夏鞠を逼 

大 視し，自国の 経済的・社会的露を [ 必 ・ 要 以上に ) 向上させるのに 腐心し、 料 定の 

分野で は異群 な ぼど 強くなってしまっだと りづ こともあ る。 以上のような、 それが敵の 
蜜 史 が全て包含されている 薄志と言っ "r もいいだ る 9 。 

次に日本民族の 荻 使辮 ，死生観れ 目 ue Sysiems) であ るが、 非常に長く深く 研 
究ざれてき た 領域であ るので、 本繭 " 本分野で 漂擬 するのは適切でないが、 一つだ 
け 参考点を示しておきたい。 それは。 経済同友会の r 世 における日本の 使命を弩 

える委員会 J@ 委員長 : 下村満干 氏 ) が行ったスタデイの 中に日本民族の 価 慎観は、 

@ 共進化に tr.Fvo@r@on ㍉あ るい ぽ f 相互遺ず どコ めやキーワードで 表現できると 提言 
した点であ る。 元 ・々、 生物用語であ るが、 日本入間あ るひⅡま日本と 義民族間におけ 

を巧みに表現してい 翫 あ らゆるものは 独立に存在しない、 互いに 

扶 勤しつつ 進 紅しひ ら 。 という考えであ ると解すこどができるが、 日本人の墓 庵 を 

なすものとして 非常に納得感があ る。 従って、 目革 氏族においてほ、 自分だけがよ 
げればいい、 とンづ のほ排斥される 産めにあ り、 国家経営や企 理 経営において 看遇 

できない拠り 所を捷供しで レ 、 ると確信する。 

次が最も広範であ り、 定義も厄介であ る日 不繍 有の文化的なもの㏄ 11l 。 む l 「 e@ で 

あ な : 『 L れまでステレオタイプの 劫に 胃 われてきたのは、 グループ志向。 集 闘志向、 

ジスク   杏趨 実性悪運 的 、 協働志向、 平等志向、 適度の競争の 忌避、 結果と同等に 

プロセスを評価する @ 向、 上下関 採繭視 、 新規のモノへの 旺 盛な好奇心、 短期間 
での異物の巧みな 同化傾向と同時に 異物忌 還 、 学習 董梶 傾向、 品質や機能への 
こだわり、 茎底 にあ る 伍 疸は頑なに保持する 傾向、 意 翻されない宗教 睦 、 枯威 によ 

る命令 - やコントロー /1., への 従輻性 あ るいは規則。 規範・演習重視傾向、 相対的に弱 
い金銭的インモンティ プ あ るいは 綿対 的に物質志向でないことなどであ る。 このどれ ， 

に 対しても大きな 違和感をもつ 人は少ないであ ろうが、 少なくとも 2 つの視点を持つ 
こと ぽ 必要であ 仇 一つぼ、 言わずもがな 乍ら、 どれ，だけ本当の 意味での妥当性が 

あ るのか、 どれくら L 、 の 日本人に適用され ぅ るのか。 むづ藪 偽を検証しなけれ ば い 

けない。 二つ崇は、 これ月がど 笈づ 風に経済経営活動に 影響をもつか、 あ るい は ど 

の要素が捜射的に 大きな影響をもつが、 お づ 視点であ る。 

その上部 肛 位置する固有 の スキル。 技術基盤 は ど う だろう。 ここには、 摺 り合わ 

せ型 ワークへのフィット、 終 薮へのこだわ 生む、 直接コミュニケーション 志向などが通 

常、 含まれるが、 こここそは深緋すべき 領域であ ろう。 つまり、 日本人ほ、 その経済 
経営活動において 何か得手で何が 不得手であ るかとひ づ ことを多少深く 突っ込んで 

実証する必要があ るのではないかめりことであ ベ これまで、 特に自動寧や 電機に 

覚られるよがな 磨り合わせ型の 製造プラクテイスが 目木の伝統的なお 家芸であ り、 モ 

・ジュラ一タイプの レゴ塾 生産 は 、 特にほ 本 企業がフィットする 頷域 ではない。 あ るい 

ぽ 、 日本ほ 金 認や小売れ、 った サービス領域 は 比較的不得手であ るといった通念 

のようなものが 出来上がってしまっている。 反面、 近年に見 ， られるようなよりソフトコ 

ンテンツ型のものの 日本勢の蕾勢も 醗議されるよ う になってきている。 ゲーム、 アニ 

メ、 移函 、 キャラクター、 フ ァノション、 スポーツなどの 分野であ る。 他にもあ るだろう 

が、 こ う いった分野の 翼 底 に流れるものをどう 捉 えるべきなのか。 摺 り合わせ型のも 

の づくりと同根なのか 巽根 な cn か 。 この問題 は 。 国家籍 済 的にも金葉 経冨 約 @ こも追 

求されなければならないだろう。 国家が得手の 源泉を知らなければ、 致策 運営も難 

一 j 

しかろうし。 また。 企業が得意な 基盤を認識しなければ 競争力強 7% 

その上部に位置する 社会 経鱗 制度。 システムが、 説述のように 済 @ こ   
おいて明示的に 取り扱われている 爾であ る。 日本に節して 言えば、 社会システムと 

しての会社。 相対酌に従業員を 革 く 見る金受。 年功重視。 長潮頸 自 の 麗用 蟻付、 協 

力的な労使関係、 レベル 接 高いが画一的なプランド 志向 

    企粟で襄 癒されるとり、 う 教育慣行、 独特の相対取引が 八 

システム、 かつてメインバンクが 大きな 役 翻を果たしていたガバナンス。 システム、 

長期的取引関係。 梱互 依存重視の企業間関係あ るいは系列 閥係 。 梯 並び 圭艶 、 
行 致の介入が適度に 多かった産官関係、 撰 並び， 駿 府寄りの メヂィァ 。 システム。 チ 

互 依存システム、 などであ る。 

きらに、 経済的時代背景。 歴史経路の露であ るが。 これはなかなか 捉 えにくく、 

相対的な位 鰍つ げが難しい。 その存在は絹 瞭 で、 経営経済的に 巧みに規定される 

報社会、 ユビキ タス社会、 高成長縄 締 。 

成熟経済、 少子他社会   学 二 % 基盤。 知識 産粟 基盤、 

技術立国、 所得分配の不平等 佳 、 笛のレベルなどがここに 輻 するであ ろ 

大きなうねりのようなもので、 疑いなく個人や 金漿に影響を 及ぼし、 インステイ テ ヱ一 
ションの一部を 成している。 

そして。 ハードな 鰯 m 一番目は、 国家 @ 権 力 @ 構造。 三権 分立の形 

遣 、 民主主 譲 、 中央集 棲 的など。 既述したように、 こういった 言秦は 。 一 

レ 。 うものの意味合いも 園に 

あ ろうし、 民主主義といっても 決 同じではない。 更に社会経済システム 

の 項に入るべきとも 富 えるが、 窪 こ よって大きく 異なり、 それを % 減する 

チブ 。 システムの中費も 大きく異なる。 縫 って 、 ジ ヱネ リツク な 寓 爽の背後の日本的な 
摘造 。 意味を把握することが 必要であ る " 

これより、 上 (0 階層は自魂だろう。 遊 未来的にぽ日本的技術経済経営を 更 " 
た日本的なモノをあ る 溜睡 の 深痩で 

クリティカル。 サクセス・ファクター @CS 滞と インスティテューションとの 駿係 をここ 

でほ挙げておきたい。 日本の企業であ ること、 日本においてその 葉 界 に属す金葉 

であ ること。 その特定企業であ ること、 その 企 翼の特定部門であ ること、 が   
その 企 繋が市場で勝つ 勅事 @ こ 影響するかむ う ことであ ヘ つまり CSF @   
要 繋の配分がこの 潜濱的 イン ションに目ってどう 為されてい   
問いに答えなければならない。 

まれだどの 韻値 親や行動 律 や 

であ る。 こ うリ、 っ たことを詰めていくことが 

るし、 新たな 戦 藩論への繋がっていく 可能性があ る " 

また。 マクロでみると 日本企 蓮 であ ることが相対 
界 あ るい は 日本においてその 業界に属することが 有 

後のインティテ コ ・ @ ションを 轍策 的に構築していくと レづ 経営戦略 範 の視座が与え ろ 

れると リ汚 ことであ る。 それは仏師 也 tiorl-% き 更はⅥ ew とも言われるべきものであ る。 

3. 1  今緩の 

      インステイテコ 一 ション 溝 @9 の理論化。 蒲 @ 化 

幻 日本固有のインステイテューションの 更なる解明およびそれと 産業 朋 企業内 

知識のあ り方や競争の 態様との 棺 関関係。 適合。 不適合の研究 
⑥ 國 家 固有と金葉 國 育め インステイ テヱ一 ションの最適化戦略論の 辞 究 

戎 金葉固有インスティテ ヌー ションの類型化 
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